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Nonhydrostatic Icosahedral Atmospheric Model-based Transport Model 
非静カ正20面体大気モデルNICAM(Tomita and 
Satoh 2004; Satoh et al. 2008; 2014）をベー スとし
たパッシブトレーサモデル（Niwaet al. 2011）。
有限体積法により物質の質量保存が完全に達成
されている｛長寿命気体を使う大きな利点）
長期積分を行なうため、本研究では低解像度版
（積雲パラメ9リゼ シーョンを使用）のgleveトS（格
子間閑～240km）を水平解像度として使用。鉛直
属数は40。
co，繍送シミュレー ションの伊1
5月の地よco，濃度分布
幽ー． 
主要な温室効果ガスである二酸化炭素（CO2）やメ空ン（CH4）は、観測空白織が多〈存
在するため、大気中の濃度変動・分布が正確に把握されておらず、放出、吸収（消
失）源の推定に大きな不確定性が生じている。そこで本研究では、温室効果ガス観測
銭術衛星GOSATから得られるco，・CH4の溌度デ－ヲや大気鎗送モデルを用いて、co,
やCH4の濃度変動・分布をより歪確に把握することを目的としている。本発表では、主
に地上観測デ－告I二よって最適化された地表面フラックスデー 舎を用いて、co，とCH4
の大気輸送実験を行い、濃度分布を再現し、地上・航空担軽デ－告との比較を行った。
大気事由送モデルNICAM-TM（こJRA-25/JCD時S(Onogi et al., 2007）の水平風速デー 舎を用
いてナッジングをかけ、 1988年から2012年にかけてシミュレー ションを行った。メヲ
ンのシミュレー ションにおいては、OH(Spivakovsky et al. 2000）と成層圏でのCl・01DIこ
よる消失速度（Velde日，1995）をモデルに与え、化学反応による消失計算を行っている。
C仏フラックスヂ一事：
地上観測デ－骨や航空機観測CONTRAILデー 脅から、NICAM-TMを用いてインパー ジョ
ン解析を行い、最適化したフラックスデ一望（Niwaet al., 2012) 
CH.フラックスデ－脅：
地上観測と大気輸送モデルACTMを用いて最適化されたフラックスデ－告（p剖raet al., 
2009; 2011) 
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